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ＭＡ値測定のカウント方法
ウエットクリーニングの適性値を正確に把握するために

　家庭用品品質表示法が改正され、店頭に
並ぶほとんどのアパレル製品には新しいＪＩＳ取
扱い表示のケアラベルがつけられている。
　早速この５月からの冬物クリーニング品にも、
見受けられるようになってきた。全く新しい表示
として、ＩＳＯ（国際標準化機構）が取り入れら
れたⓌ（ウエットクリーニング）マークも、予想通
り表示されているのが目につく。
●新ＪＩＳは法律ではないが、その表示義務は
法律で定められている
　新しいＪＩＳ（日本工業規格）は、国家規格
であって法律ではないが、家庭用品品質表示
法という法律に基づいて作成された繊維製品
品質表示規程の第２条（定義）によって「『取
扱表示』とは、日本工業規格Ｌ0001」とされ
ている。
　新ＪＩＳの表示にあたっては、表示者であるア
パレルメーカーなどには、日本工業規格（JIS 
L 0001 序文）に「取扱いに関する表示記号
又は付記用語で示した事項は，信頼性のある
根拠（試験結果，素材の特性，過去の不具
合実績など）による裏付けをもつことが望まし
い。」と記述されており、表示者に対しては、
それなりの責任があることを示している。
　この表示は、「回復不可能な損傷を起こさな
い最も厳しい処理・操作に関する情報を提供
する」（ＪＩＳ Ｌ 0001 序文）とされていることから、
表示よりも厳しい処理を行った場合、「回復不
可能な事故」になるということを意味している。
このことから、処理を行う消費者及び商業クリー
ニング業者は、行う処理の程度を正確に把握
しておく必要があるといえる。

●ウエットクリーニングのＭＡ値の把握
　商業クリーニング業者に、表示通りに処理す
る法律的な義務はないが、事故が起きた場合
に表示に従った処理を行ったかどうかについて
は、責任を問われることになる。
　ウエットクリーニングの表示については、ウエッ
トクリーニング試験方法 (JIS L 1931-4)「解説」
によってＭＡ値による以下のような基準が設けら
れている。

　ＭＡ値試験は、デンマーク技術研究所製の
試験布（24×24cm）の４隅を試験材料に縫
い止めたもので洗浄試験を行う。

●ＭＡ値の測定方法と評価
　ＭＡ値の測定方法については、（参考）とし
て家庭洗濯試験方法 (JIS L 1930) に以下の
ように述べられている。
　「a) X＝切れた糸の本数、Y＝つながった状
態で飛び出した糸の本数　b) 外接正方形の４
か所について数え、１穴のＸ＋Ｙの合計を計算
した後、15 穴の合計を求め、試験枚数（Ｎ数）
の平均を整数位まで求める。」

　上図の場合、上部でつながった状態で飛び
出した糸（Ｙ）が１本（もともとつながっていなかっ
た糸は数えない）、右部は（Ｙ）１本、下部は
つながった状態で飛び出した糸（Ｙ）が１本と（も
ともとつながっていたが）切れた糸（Ｘ）が１本、
左部は（Ｙ）１本となり、この合計（Ｘ+Ｙ）は
５本となる。５つのパンチ穴すべてが、５本であ
れば 25ということになり、 ＭＡ値 25という評価
になる。
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